
遺伝的改良

農芸オリジナル
指数による

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
で

最
新
技
術
の
利
活
用

圧
巻
の
共
進
会
戦
績

全
日
本
Ｂ
＆
Ｗ
で
Ｒ
Ｇ
Ｃ
獲
得

京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校

「
栄
光
の
作
者
」全
共
・
農
高
初
を
目
指
す

今
後
に
向
け
て

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（７） 第２６１８号（第３種郵便物認可）２０２５年（令和７年）１月１日

　
第

回
中
国
地
区
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
で
は
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
、
第

回
全
日
本
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
並
び
に
２

０
２
３
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
で
は
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
と
、
主
要

な
共
進
会
で
数
々
の
好
成
績
を
修
め
、
多
く
の
最
優
秀
学
校
賞
を
受
賞
し
て
い
る
「
京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校
」
。

飼
養
管
理
の
基
礎
か
ら
最
前
線
の
酪
農
技
術
ま
で
を
学
ぶ
同
校
に
つ
い
て
、山
内
雅
先
生
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

自然に囲まれた農芸高校

こうとなヨーグルト販売の様子

スマートデバイスを用いた行動観察

２年動物資源コースの生徒たち

リードマンコンテストの様子２０２４セントラルジャパンホルスタインショウ　フイラ号との集合写真

第

回
中
国
地
区
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ

ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
　
令
和
５
年
４
月

２
日
開
催

《
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ
　
ク
リ
ー
メ

ル
　
ク
ラ
ツ
シ
ヤ
ブ
ル
　
フ
イ

ラ
》

・
グ
ラ
ン
ド
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

・
第
８
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
イ
ン

タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
　
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
）

《
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ
　
Ｇ
リ
ア
ン

　
ア
ン
ビ
シ
ヤ
ス
　
カ
レ
ン
　
Ｅ

Ｔ
》

・
第
９
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

【
最
優
秀
高
校
賞
（
９
回
目
）
】

第

回
全
日
本
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド

ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
並
び
に
２
０
２

３
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
　
令
和
５
年
４
月


日
～

日
開
催

《
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ
　
ク
リ
ー
メ

ル
　
ク
ラ
ツ
シ
ヤ
ブ
ル
　
フ
イ

ラ
》

・
リ
ザ
ー
ブ
　
グ
ラ
ン
ド
　
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン

・
第
８
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
学
校

シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

第

回
中
国
地
区
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ

ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
　
令
和
６
年
４
月

７
日
開
催

《
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ
　
ク
リ
ー
メ

ル
　
ク
ラ
ツ
シ
ヤ
ブ
ル
　
フ
イ

ラ
》

・
リ
ザ
ー
ブ
　
グ
ラ
ン
ド
　
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン

・
第
９
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
リ
ザ

ー
ブ
　
シ
ニ
ア
　
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
）

《
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ
　
ク
リ
ー
メ

ル
　
レ
グ
ル
ス
　
ユ
ニ
ク
ス
》

・
第
４
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
リ
ザ

ー
ブ
　
ジ
ュ
ニ
ア
　
グ
ラ
ン
ド
　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

【
最
優
秀
高
校
賞
（

回
目
）
】

２
０
２
４
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
　

令
和
６
年
４
月

日
～


日
開
催

《
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ
　
ク

リ
ー
メ
ル
　
ク
ラ
ツ
シ
ヤ

ブ
ル
　
フ
イ
ラ
》

・
リ
ザ
ー
ブ
　
グ
ラ
ン
ド
　
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン

・
第

部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
シ
ニ

ア
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
学
校
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
ベ
ス
ト
ア

ダ
ー
、ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）

【
学
生
リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト


高
校
２
年
生
以
下
の
部
】

・
２
位
（
黒
澤
花
歌
）

・
３
位
（
中
井
蒼
空
）

第

回
オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン
・
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

《
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ
　
ク
リ
ー
メ

ル
　
ク
ラ
ツ
シ
ヤ
ブ
ル
　
フ
イ

ラ
》

・
第
７
部
３
歳
経
産
ジ
ュ
ニ
ア
・

ク
ラ
ス
　
オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン

　
本
校
の
ク
リ
ー
メ
ル
系
統
は
、

２
０
０
０
年
に
北
海
道
ニ
セ
コ
町

に
あ
る
高
橋
牧
場
か
ら
ニ
セ
コ
ヌ

プ
リ
　
ク
リ
ー
メ
ル
　
ア
キ
ホ
　

Ｅ
Ｔ
の
導
入
が
元
祖
で
す
。
現
在

ま
で
の

年
間
に
、
雌
牛

頭
が

産
ま
れ
、
多
く
の
生
徒
た
ち
の
手

で
改
良
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
本
校
は
、
京
都
府
の
中
央

部
に
位
置
す
る
南
丹
市
園
部

町
に
あ
り
、
１
９
８
２
年
に

創
立
し
た
、
京
都
府
で
唯
一

の
農
業
高
校
で
、
生
徒
は
、

「
高
校
に
来
て
初
め
て
農
業

に
触
れ
る
」
と
い
う
非
農
家

の
子
た
ち
ば
か
り
で
す
。
そ

ん
な
京
都
農
芸
は
、
農
業
生

産
科
（
作
物
・
動
物
資
源
・

畜
産
流
通
）
、
園
芸
技
術
科

（
野
菜
・
草
花
・
生
物
工
学
）、

環
境
創
造
科
（
造
園
・
農
業

土
木
）
の
３
学
科
８
コ
ー
ス

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、本
校
に
は
規
律
や
礼
儀
、

基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
る
教
育
寮
が
あ
り
、
１
年

生
男
子
は
全
員
、
２
・
３
年

生
男
子
は
希
望
者
が
入
寮
し

ま
す
。
残
念
な
が
ら
女
子
寮

は
な
く
、
女
子
生
徒
は
遠
方

か
ら
で
も
毎
日
通
学
し
て
い

ま
す
。

　
本
校
で
畜
産
に
携
わ
る
の

は
、
動
物
資
源
コ
ー
ス
・
畜

産
流
通
コ
ー
ス
・
畜
産
部
で

す
。

　
動
物
資
源
コ
ー
ス
は
、
主

に
乳
牛
の
生
理
・
生
態
や
、

酪
農
に
関
わ
る
様
々
な
こ
と

に
つ
い
て
学
習
し
、
飼
養
管

理
や
衛
生
管
理
な
ど
を
体
験

的
に
身
に
つ
け
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
京
都
府
立
大
学

生
命
環
境
学
部
農
学
生
命
科

学
科
の
学
生
さ
ん
た
ち
と
連

携
し
、
「
京
都
府
中
の
冷
蔵

庫
に
『
こ
う
と
な
ヨ
ー
グ
ル

ト
』
を
必
ず
１
個
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
『
こ
う
と
な
ヨ
ー
グ

ル
ト
』
は
、
京
都
農
芸
の
ミ

ル
ク
だ
け
で
作
ら
れ
た
ヨ
ー

グ
ル
ト
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
酪
農
教
育
フ
ァ

ー
ム
の
一
環
と
し
て
も
活
動

し
、
乳
牛
の
こ
と
や
酪
農
の

こ
と
を
、
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
考

え
、
販
売
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
京
都
府
中
の
冷
蔵
庫

に
必
ず
１
個
は
、
ま
だ
ま
だ

ほ
ど
遠
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
畜
産
流
通
コ
ー
ス
は
、
和

牛
と
採
卵
鶏
を
中
心
に
、
生

産
か
ら
流
通
ま
で
を
体
系
的

に
学
ん
で
い
ま
す
。
全
国
の

農
業
高
校
に
お
い
て
、
鶏
舎

は
「
西
日
本
初
」
、
和
牛
舎

は
「
全
国
初
」
の
、
『
農
場

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
農
場
』
を

取
得
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

和
牛
甲
子
園
で
は
、
取
組
評

価
部
門
で
審
査
員
特
別
賞
、

肉
質
部
門
で
優
秀
賞
（
和
牛

甲
子
園
史
上
最
高
値
で
取
引

さ
れ
ま
し
た
）
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
和
牛
は
、
主
に
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
か
ら
出
生
し
た

黒
毛
和
種
の
育
成
と
、
肥
育

牛
の
飼
育
を
し
て
い
ま
す
。

　
創
部

年
と
な
る
畜
産
部

は
、
「
３
６
５
日
の
徹
底
し

た
飼
養
管
理
」
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
牛
の
い
な

い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
そ

う
で
、
牛
と
向
き
合
い
牛
に

寄
り
添
い
、
牛
が
よ
り
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
毎
日
頑

張
っ
て
い
ま
す
。両
コ
ー
ス
、

畜
産
部
の
生
徒
た
ち
は
、
多

く
の
人
に
安
心
・
安
全
で
お

い
し
い
畜
産
生
産
物
を
食
べ

て
い
た
だ
き
、
健
や
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
心
を
込
め
て
飼
育
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
畜

の
飼
育
を
軸
に
、
様
々
な
活

動
・
取
り
組
み
を
通
し
、
観

察
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
性
、
作

業
の
効
率
化
や
注
意
深
さ
、

他
者
へ
の
気
遣
い
な
ど
、
社

会
で
必
要
と
さ
れ
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
本
校
で
飼
養
し
て
い
る
全

乳
牛
は
、ア
プ
リ
を
使
用
し
、

繁
殖
・
病
歴
・
分
娩
な
ど
様

々
な
個
体
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド

上
に
保
存
し
、
生
徒
と
教
職

員
が
端
末
で
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
繁
殖

や
、
牛
群
検
定
で
得
ら
れ
る

情
報
も
ア
プ
リ
で
管
理
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、

経
産
牛
の
首
に
取
り
付
け
た

セ
ン
サ
ー
に
よ
る
行
動
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム（
以
下
、

行
動
Ｍ
Ｓ
）
と
も
連
携
し
、

牛
の
行
動
を
「
休
息
・
反
芻

・
活
動
」
に
分
類
し
て
デ
ー

タ
化
、
人
工
知
能
に
よ
っ
て

発
情
兆
候
や
疾
病
の
疑
い
を

検
知
し
ま
す
。
微
弱
な
発
情

兆
候
の
牛
や
、
元
気
の
な
い

様
子
の
牛
を
確
認
し
た
と

き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届

く
通
知
と
合
致
す
る
と
、
生

徒
た
ち
は
自
分
の
判
断
に
自

信
が
も
て
、
観
察
力
の
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。
本
校
で

は
、
こ
の
行
動
Ｍ
Ｓ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
繁
殖
成
績
が

向
上
し
て
い
る
の
か
を
、
牛

群
検
定
成
績
表
を
用
い
検
証

し
ま
し
た
。
結
果
は
、
初
回

授
精
開
始
日

・
４
日
、
分

娩
間
隔

日
、
平
均
空
胎
日

数

・
３
日
の
短
縮
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
初
回
授
精
が
遅

れ
る
と
、
受
胎
率
が
１
０
０

％
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
繁

殖
成
績
が
改
善
さ
れ
た
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
早
期
の
初
回

授
精
は
繁
殖
改
善
の
第
一
歩

と
し
て
大
変
重
要
で
す
。
そ

こ
で
、
分
娩
後
何
日
で
受
胎

し
た
か
を
示
す
「
平
均
空
胎

日
数
」
を
用
い
試
算
を
行
い

ま
し
た
。
行
動
Ｍ
Ｓ
導
入
前

は
、
平
均
空
胎
日
数
が
１
４

６
・
３
日
だ
っ
た
の
に
対
し
、

導
入
後
は
１
０
９
日
。

・

３
日
の
短
縮
が
確
認
で
き
、

繁
殖
改
善
が
大
幅
に
進
ん
だ

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
初
回
発
情
や
微
弱
な
発

情
兆
候
の
発
見
が
、
行
動
Ｍ

Ｓ
に
よ
っ
て
向
上
し
た
こ
と

が
、
大
き
く
影
響
し
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
現
２
年
生
は
入
学
当
初
よ

り
、
令
和
７
年
開
催
の
第


回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
北
海
道
大
会
を
視
野
に

入
れ
、
日
々
の
学
習
や
実
習

・
活
動
に
勤
し
ん
で
い
ま

す
。
出
品
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
５
度
目
の
全
共
出
品
と

な
る
た
め
、
農
業
高
校
初
の

多
回
出
品
者
を
目
指
し
、
管

理
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
冠

名
の
「
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ
」

は
「
栄
光
の
作
者
」
と
い
う

意
味
で
す
。
冠
名
に
ふ
さ
わ

し
い
牛
群
と
な
る
よ
う
に
、

多
く
の
先
輩
方
が
大
切
に
管

理
し
、
改
良
に
長
い
年
月
を

か
け
地
道
に
努
力
し
て
き
た

成
果
の
牛
を
、
後
輩
た
ち
が

し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
さ

ら
に
高
い
レ
ベ
ル
で
充
実
し

た
日
々
の
管
理
と
牛
群
改
良

を
目
指
し
、
突
き
進
ん
で
行

き
ま
す
！

　
雌
牛
の
ゲ
ノ
ム
を
解
析
す

る
こ
と
で
、将
来
的
な
乳
量
、

繁
殖
成
績
、
各
種
疾
病
の
リ

ス
ク
、
飼
料
効
率
な
ど
が
、

高
精
度
に
予
測
で
き
る
た

め
、
本
校
で
は
未
経
産
牛
を

対
象
に
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

「
一
般
社
団
法
人
　
家
畜
改

良
事
業
団
　
改
良
部
」
様
の

「
新
技
術
を
活
か
し
た
次
世

代
畜
産
技
術
者
育
成
推
進
実

証
事
業
」
に
参
画
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
本
校
牛
群
は
、
長
命
連
産

と
い
う
改
良
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。長
命
連
産
に
よ
り
、

高
い
生
涯
生
産
性
を
確
保
す

る
こ
と
は
酪
農
経
営
に
非
常

に
有
利
で
、
そ
れ
を
実
行
す

る
た
め
に
は
、
泌
乳
能
力
と

形
質
体
型
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

改
良
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ゲ

ノ
ム
解
析
結
果
を
用
い
た
遺

伝
改
良
計
画
を
立
て
、
ネ
ッ

ト
メ
リ
ッ
ト
・
乳
量
・
能
力

・
体
型
・
乳
器
の
指
数
を
重

要
視
し
た
農
芸
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
カ
ス
タ
ム
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
カ

ス
タ
ム
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
基

に
、
本
校
牛
群
の
ゲ
ノ
ム
指

数
上
位

％
は
、
性
判
別
精

液
を
用
い
た
後
継
牛
の
生

産
、

％
は
借
腹
と
し
て
和

牛
の
生
産
、
と
い
う
経
営
戦

略
を
立
て
ま
し
た
。

　
現
在
、
上
位

％
指
数
の

乳
牛
が
産
ん
だ
子
牛
た
ち

は
、
遺
伝
的
能
力
が
高
く
、

高
能
力
牛
を
確
実
に
確
保
で

き
て
お
り
、
生
涯
生
産
性
の

向
上
に
期
待
が
も
て
ま
す
。

ま
た
、
京
都
府
農
林
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
畜
産
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
、
指
数
の
高

い
乳
牛
２
頭
の
受
精
卵
を
採

卵
、
凍
結
保
存
し
て
お
り
、

改
良
基
礎
牛
と
し
て
使
っ
て

い
た
だ
き
、
京
都
府
の
酪
農

振
興
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

％
指
数
の
乳

牛
か
ら
産
出
し
た
黒
毛
和
牛

は
、
京
都
府
和
牛
子
牛
せ
り

市
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ゲ
ノ
ム
の
解
析

結
果
を
基
に
、
疾
病
予
防
を

踏
ま
え
た
飼
養
管
理
技
術
の

構
築
を
考
え
て
い
ま
す
。
ゲ

ノ
ム
指
数
で
、
高
い
遺
伝
評

価
値
を
持
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
そ
れ
ら
の
形
質
を
引
き

出
せ
る
管
理
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
毎
日
の
き

め
細
や
か
な
飼
養
管
理
を
実

行
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

（
画
像
提
供

家
畜
改
良
事

業
団
）


